













































　The purpose of this paper is to introduce that Activities to “sports child care” on Shizuoka Sangyo University. 
Table of contents and overview are as follow
I. Introduction: Introducing the over view of the whole
II. Kids School: Introducing the exercise school for children
III. Publication of guidebook of “sports child care”: About the back ground of guidebook publication of “sport 
child care”
IV. Collaboration with municipalities and companies: About cooperation mainly Iwata city and Fujieda city.
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Figure3. Information on sports child care Symposium
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スポーツと人間　第３巻　第１号（2018年）
いる。
2014年にスポーツ保育ガイドブックを出版し
た効果もあり、県外にもスポーツ保育が認知
され、金沢市からは2015年から3年連続で幼
稚園・保育所の職員研修の講習を依頼されて
いる（表5の6と7）。表5には2016年の掲載が
ないが、テーマタイトルが「発達の理解と実
践〜健康〜」となっており、タイトルの中に
スポーツ保育関連ワードがないため、代表例
からは省いている。
　今後、2018年10月には主任クラスを対象と
したチームマネジメント講習、2019年度には
保育所や幼稚園の経営者クラスを対象とした
経営者講習を、スポーツ保育を基軸に行う予
定となっている。
Ⅵ.　市町・企業との連携
1.磐田市との連携
　本学経営学部がある磐田市とは、2017年に
「磐田元気っ子を育成するための教育・連携
協定（以後「元気っ子協定」という）」により、
スポーツ保育を含めて互いに子どもの教育に
ついて連携し合うことを正式に締結した。こ
の「元気っ子協定」により、磐田市との連携
がますます深まり、磐田市の保育士・幼稚園
教諭の研修や学生の実習・演習および幼児教
育研究などでスポーツ保育を含めて多くの協
力・交流が行われている。
2.藤枝市との連携
　藤枝市とは2014年の市政60周年記念での
キッズスクールをきっかけに、スポーツ保育
で連携して活動している。藤枝市の「れんげ
じスマイルホール」は子どものための施設で
ある。バレーコート2面分の一般的な大きさ
の体育館であったが、半面（バレーコート1
面分）には常設遊具で遊べる「プレイゾーン」、
残り半面は通常の体育館的な機能を残し運動
教室等を行う「スポーツゾーン」となってい
る。元々は高校の体育館であり、高校が移転
した後は市の体育館として使用されていた。
それを改築し2016年から、いわゆる子ども用
体育館として生まれ変わったのであるが、「プ
レイゾーン」の設置には本学が監修として関
わっている。
れんげじスマイルホールの利用は年間7万人
の見込であったが、初年度の利用者は14万人
を超え、見込の2倍以上となった。この結果は、
2017年の自治体相互フェアで上手くいった産
学官（ティップネス、静岡産業大学、藤枝市）
の事例として藤枝市が発表した。それがきっ
かけとなり「スポルテック2017」からの講演
依頼があり、そちらでは本学が発表した。
　また、前項でのべたチームマネジメント講
習も2018年に、藤枝市・ティップネスととも
にパイロットとして開催する予定であり、そ
の他スポーツ保育に関連して今後も連携して
進めていく予定である。
3.ティップネスとの協定
　株式会社ティップネスとの連携は、前述し
た藤枝市のれんげじスマイルホールでの取組
がきっかけである。れんげじスマイルホール
「プレイゾーン」の監修やスタッフ講習、共
同研究などを行ってきている。その共同研究
の成果を「こども環境学会」および「子ども
学術会議の発表大会」で発表している。また
同年には、本学と株式会社ティップネスとの
間で「スポーツ保育の推進に関する連携協定」
を結び、スポーツ保育の発展に協力していく
こととなっている。
4.その他
　2016年に発行された三島市のスポーツ推進
計画（4）には、スポーツ保育の普及に努め
ると明記されている。まだ具体的な連携は行
われていないが、今後の連携を模索している。
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